
 

 

一年の締めくくりでもある１２月。新年を迎えるため

の準備や年内に終わらせたい仕事などで忙しい日々

を送る方も多い事でしょう。忙しさのあまり気が付い

たら年末だった・・・ということもあるかもしれませ

ん。今年も残りわずかとなりますが、皆様が良い年を

迎えられますように。 

 

 

～目次～ 

● 病院短信『ポストコロナ・ウィズコロナの 

傾向と対策』     黒川 胤臣 

● 介護だより        小山内 のぶ子 

● 日常の一コマ                佐藤 美沙子 

● 作業療法科だより         吉田 祥子 

いつも大好評のおやつバイキング 

今回も患者さん達は満面の笑み。 
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お花が好きな患者さんを集い、生け花を行いました。花嫁修

業やたしなみとして習っていたという方がほとんどで、お花

の良い香りが漂う中、笑みをこぼしながら見事な手さばきで

素晴らしい作品に仕上げられていました。 

『池坊(流派)なの』『私もよ！』自然とお隣さんとの会話が始

まると、お互いに作品を見せ合ったり感想を伝え合ったり、

お花を通じての思い出話など会話が盛り上がり、皆さん若か

りし頃にタイムスリップしたかのように心が弾む有意義な

時間となりました。どの作品もとても素敵なものばかり。ぜ

ひ他の患者さんやご家族の方、職員の皆さんにもお花を楽し

んでいただければと、今回作品は１Ｆ談話室に展示させてい

ただきました。今後も不定期に開催展示予定ですので、どう

ぞお楽しみに。 
 

しづゑさんは現在８６歳。群馬県に生まれ、８ 

人兄弟の４番目として育ちました。子供時代は 

飛び切り足が速く、運動会ではいつも一位だっ 

たそうです。 

中学卒業後に上京して上野のデパートに就職し、 

２４歳の時に紳士服縫製の職人だったご主人と 

結婚され、３人のお子さんに恵まれました。 

その後、ご主人が開業されたテーラーで集金や 

送迎等を行う一方、着付け教室の師範としても 

活躍をされたそうです。又、ご主人が市会議員 

を務めていた時にも支援者の気づかいや、選挙 

運動でご主人を支えておられたそうです。 

そんなしづゑさんが、８０歳になった頃からか 

軽い認知症状が出始めたそうです。そして３年 

前に脳梗塞を患い、昨年の１１月にリハビリ病院を経て、当院に入院をされました。 

入院当時には食思不振（食欲不振）や嚥下機能の低下により、思うように食事が取れずご家族もかなり心配され

たようです。 

当院では「食べることが生きること」を原点にしていますので、しずゑさんの好む食べ物やよく食べるもの等を

ご家族と情報共有しながら食事の形態や種類をいろいろと試し、現在では補助食品とおやつを毎日食べられるよ

うになりました。 

ここ２年ほどのコロナ騒ぎで、ご家族との面会もままなりませんが、お誕生日や母の日にはご家族からお花やカ

ードが届きます。その時のしずゑさんのとても嬉しそうな顔。そんな姿を見ている私たちも思わず笑顔になり、

癒されます。                           （１病棟看護主任 佐藤 美沙子） 

５月から体調を 

崩して療養していた 

セラピー犬ももは、１１月１１日１２歳で天国に旅立ちました。 

皆様、長い間ももを可愛がっていただきありがとうございました。 

もも、患者さん・ご家族・職員の心をたくさん癒してくれてありがとう‼ 
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